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第 69 回  三重県社会福祉大会第 69 回  三重県社会福祉大会
去る令和２年 10 月 23 日（金）、三重県社会福祉会館にて三重県の社会福祉に貢献された方々の顕彰と社会福祉の更なる

発展を期して、三重県社会福祉大会を縮小開催及びオンライン配信しましたので、そのときの内容についてお届けします。

市町名 氏　名
津 市 赤 塚　 正 利
津 市 上 村　 博 一
津 市 黒 川　 美 波
津 市 平尾 ヒサ子
津 市 福井 きわ子
津 市 藤 本　 正 治
四日市市 國 保　 信 二
四日市市 竹 野　 由 樹
四日市市 西 岡　 正 行
四日市市 服 部　 富 子
四日市市 水 谷　 之 彦
伊 勢 市 伊 坂　 弘 子

市町名 氏　名
伊 勢 市 猪 嶋　 秀 雄
伊 勢 市 古川 香春子
伊 勢 市 松 野　 吉 子
伊 勢 市 湯田 由佳里
伊 勢 市 横 山　 敏 一
松 阪 市 太 田　 綠
松 阪 市 木 村　 一
松 阪 市 坂 口　 清 一
松 阪 市 佐藤 芙美子
松 阪 市 三 田　 讓
松 阪 市 堀 口　 清 子
松 阪 市 宮﨑 サトミ

市町名 氏　名
桑 名 市 大平 壽美子
桑 名 市 喜多 よし子
桑 名 市 島 村　 敬 之
桑 名 市 北 條　 千 景
桑 名 市 水谷 小夜子
桑 名 市 山 下　 保 信
鈴 鹿 市 大 井　 立 美
鈴 鹿 市 桐　 正 義
名 張 市 今 成　 三 郎
鳥 羽 市 岩 佐　 菊 美
鳥 羽 市 髙 屋　 充 子
熊 野 市 辻 本　 寛 子

市町名 氏　名
志 摩 市 淺井 多美代
志 摩 市 北村 ひと美
志 摩 市 小 西　 傳 江
志 摩 市 竹 内　 治
志 摩 市 山 分　 忠 和
伊 賀 市 辻井 眞理子
伊 賀 市 平井 つゆ子
東 員 町 加 藤　 君 子
明 和 町 奥 浦　 愛 子
明 和 町 西 口　 義 秋
南伊勢町 松平 わかば

民 生委員・児童委員功労者　民生委員・児童委員の現職にあって、多年にわたり、社会福祉の増進に貢献し、その功績が顕著な方

市町名 氏　名 所属先
津 市 井 口　 節 子 指定障害者支援施設津長谷山学園
津 市 小 林　 愛 特別養護老人ホーム慈宗院
津 市 小 林　 優 子 デイサービスセンター報徳園
津 市 坂 本　 康 英 介護老人保健施設トマト
津 市 髙 山　 宗 和 指定障害者支援施設津長谷山学園
津 市 豊 田　 真 理 指定障害者支援施設津長谷山学園
津 市 西 村　 裕 子 特別養護老人ホーム慈宗院
津 市 前 川　 陽 一 指定障害者支援施設津長谷山学園
四日市市 今 村　 憲 治 社会福祉法人　徳寿会
四日市市 板 東　 祐 之 四日市市南地域包括支援センター
四日市市 藤 崎　 純 子 社会福祉法人　風薫会
伊 勢 市 中 村　 洋 子 障がい者支援施設済美寮
伊 勢 市 森 見　 典 子 指定特定一般相談支援事業所いっぽ
松 阪 市 宇 田　 弥 生 松阪仏教愛護園
桑 名 市 山 脇　 真 琴 特別養護老人ホームいこい
鈴 鹿 市 岡　 豊 和 特別養護老人ホームルーエハイム
鈴 鹿 市 杉 本　 立 己 障害福祉サービス事業所 すずかぜ
鈴 鹿 市 那 須　 幸 生 デイサービス　ルーエハイム椿
名 張 市 岩 川　 哲 彦 デイセンター　ういず
名 張 市 上 杉　 修 吾 入所生活支援 成美
名 張 市 荻 田　 貴 子 名張市役所福祉子ども部保育幼稚園室

名張市立国津保育所

市町名 氏　名 所属先
名 張 市 髙田 組美子 名張特別養護老人ホーム
名 張 市 竹 岡　 静 代 児童発達支援センター　どれみ
名 張 市 中 島　 美 佳 ジョブサポート　ハオ
名 張 市 東 田　 憲 和 名張養護老人ホームみさと園
名 張 市 山口 ひろみ 名張市立赤目保育所
尾 鷲 市 大 川　 恵 尾鷲第三保育園
尾 鷲 市 田 中　 仁 美 尾鷲乳児保育園
尾 鷲 市 東　 由 季 子 尾鷲第一保育園
尾 鷲 市 平 山　 康 子 尾鷲乳児保育園
尾 鷲 市 三 鬼　 雅 子 矢浜保育園
亀 山 市 佐 野　 知 之 特別養護老人ホーム安全の里
志 摩 市 柴 原　 善 秀 志摩特別養護老人ホーム才庭寮
志 摩 市 中　 芳 文 志摩特別養護老人ホームともやま苑
志 摩 市 山 本　 弘 純 志摩養護老人ホーム花園寮
伊 賀 市 岡 田　 勇 社会福祉法人恵成会
伊 賀 市 岡 田　 吉 史 ケアハウスおおぞら

特別養護老人ホームおおぞら
伊 賀 市 奥 西　 裕 子 盲養護老人ホーム梨ノ木園
伊 賀 市 角 田　 要 子 特別養護老人ホームおおぞら
伊 賀 市 森田 早由里 特別養護老人ホームおおぞら
伊 賀 市 藪 内　 洋 子 ゆめが丘保育園
伊 賀 市 𠮷川 貴美子 放課後児童クラブ　風の丘・第 2 風の丘

社 会福祉法人・福祉施設功労者　社会福祉施設の現職にあって、多年にわたり、社会福祉の増進に貢献し、その功績が顕著な方

市町名 氏　名 所属先
津 市 森 本　 豊 子 津市母子父子寡婦福祉会 ( 津支部 )
津 市 山本 冨美子 津市母子父子寡婦福祉会 ( 久居支部 )
四日市市 樋 口　 雅 也 四日市市社会福祉協議会
四日市市 藤 田　 勝 彦 四日市市社会福祉協議会
伊 勢 市 嶋 垣　 智 之 伊勢市社会福祉協議会
伊 勢 市 田 尻　 優 子 伊勢市社会福祉協議会
伊 勢 市 前 田　 愛 伊勢市社会福祉協議会
伊 勢 市 三 宅　 陽 子 伊勢市社会福祉協議会

市町名 氏　名 所属先
名 張 市 耕 野　 一 仁 名張市身体障害者互助会
名 張 市 中村 紀美子 名張市社会福祉協議会
度 会 町 大 釋　 五 美 度会町社会福祉協議会
度 会 町 西村 ヒロミ 度会町社会福祉協議会
御 浜 町 畑中 美智子 御浜町社会福祉協議会
御 浜 町 洞　 芳 美 御浜町社会福祉協議会
御 浜 町 山 本　 忠 康 御浜町社会福祉協議会

社 会福祉協議会・民間団体功労者　社会福祉団体の現職にあって、多年にわたり、社会福祉の増進に貢献し、その功績が顕著な方

✿ 三重県社会福祉協議会会長表彰・感謝 ✿

市町名 氏　名 功績概要・活動内容

津 市 長谷川 幸男
芸濃町老人クラブ連合会の地区会長として各種のサロン活動・スポーツ行事等開催し、地区の交流・健
康増進の取組に尽力。また、連合会の会計として会計業務に尽力。連合会長として、地域社会活動交流
会等を図り、活性化に尽力。

社 会福祉協助者（感謝）　社会福祉活動に積極的に協力し、特に顕著な功績があった方

特
集
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✿ 三重県共同募金会会長表彰・感謝 ✿

市町名 氏　名
四日市市 坂 嵜　 克　 彦

市町名 氏　名
鈴 鹿 市 權 野 喜 久 男

市町名 氏　名
東 員 町 川 松　 由 喜 子

共 同募金運動奉仕功労者　共同募金運動の推進に貢献し、その功績が特に顕著な奉仕者

市町名 地区／団体名
津 市 セントヨゼフ女子学園
津 市 津市立東観中学校
伊 勢 市 大倉町
伊 勢 市 樫原町会自治会
伊 勢 市 上惣自治会
伊 勢 市 京町自治会
伊 勢 市 昭和苑自治会
伊 勢 市 常磐上町町内会
伊 勢 市 豊川町自治会
伊 勢 市 峰団地
伊 勢 市 宮後町会
伊 勢 市 六軒屋自治会
伊 勢 市 三重県立伊勢工業高等学校
松 阪 市 松阪市手をつなぐ親の会
松 阪 市 松阪市佛教会
名 張 市 赤目町長坂区
名 張 市 大屋戸区
名 張 市 鍛冶町区
名 張 市 希央台２番町区
名 張 市 希央台５番町自治会
名 張 市 蔵持町里自治会
名 張 市 鴻之台１番町区
名 張 市 鴻之台３番町区
名 張 市 鴻之台４番町区
名 張 市 鴻之台５番町区
名 張 市 新町区自治会
名 張 市 夏秋区
名 張 市 錦生自治協議会
名 張 市 布生上出区
名 張 市 松崎町区
名 張 市 短野区
名 張 市 社会福祉法人名張育成会
亀 山 市 亀山市自治会連合会
鳥 羽 市 今浦町内会
鳥 羽 市 奥谷町内会
鳥 羽 市 堅子町内会
鳥 羽 市 白木町内会
鳥 羽 市 鳥羽市立鳥羽小学校
志 摩 市 片田自治会
志 摩 市 志島自治会
志 摩 市 名田自治会
志 摩 市 浜島地区自治会連合会
菰 野 町 田口新田区
明 和 町 明星新町自治会
明 和 町 山大淀自治会
大 台 町 岩井区
大 台 町 神瀬区
大 台 町 栗谷区
大 台 町 千代区
大 台 町 長ヶ区
大 台 町 明豆区
南伊勢町 河内区
南伊勢町 田曽浦区
南伊勢町 贄浦区

共 同募金運動優良地区・団体
　　 共同募金運動が特に優秀な地区及び団体

市町名 団体名
津 市 龍王ちゃん
松 阪 市 喫茶もうちの木
松 阪 市 防災ボランティア春告鳥
鈴 鹿 市 鈴鹿市立白子中学校
鈴 鹿 市 鈴鹿市立創徳中学校
鈴 鹿 市 鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校
伊 賀 市 西高倉自治会
伊 賀 市 法花区
伊 賀 市 緑ヶ丘南町第二自治会
伊 賀 市 伊賀市立玉滝小学校
伊 賀 市 伊賀市立西柘植小学校
伊 賀 市 三重県立伊賀白鳳高等学校

共 同募金運動特別協力功労者（感謝）
　　 共同募金運動の推進に特に顕著な功績があった団体

( 注）篤志寄付者１４０名（個人１０６名・法人等３４団体）の内、感謝状受領及
び氏名の掲載についてご同意いただいた個人・団体のみ掲載しています。

市町名 氏　名／団体名
津 市 臼 井　幹 生
津 市 イオンモール株式会社　イオンモール津南
津 市 道の駅　津かわげ
津 市 JA グループ三重
津 市 セントヨゼフ女子学園
四日市市 石 井　隆 來
四日市市 新 田　孝 三
四日市市 松 井　久 昂
四日市市 四日市更生保護女性の会
四日市市 四日市市老人クラブ連合会
四日市市 四日市学生吹奏楽連盟
伊 勢 市 森 見　由 美 子
伊 勢 市 株式会社コムデック
伊 勢 市 金光教伊勢教会
伊 勢 市 株式会社　ダイム
松 阪 市 クラギ株式会社
桑 名 市 桜 井　完 次
鈴 鹿 市 田 中　英 二
鈴 鹿 市 前 野　寿 美
鈴 鹿 市 宮古島株式会社
名 張 市 寺 嶋　喜 代　
名 張 市 福 山　悦 子
名 張 市 森 島　國 久
名 張 市 株式会社菊屋
名 張 市 スガコー建設株式会社
名 張 市 名張市仏教会
名 張 市 株式会社ホリオ
名 張 市 株式会社　丸栄建設
亀 山 市 広伊建設株式会社
伊 賀 市 田 中　宏 明
伊 賀 市 山 川　公 郎
川 越 町 株式会社續橋製作所
玉 城 町 ボナール　
名古屋市 社会福祉法人中日新聞社会事業団

共 同募金運動篤志寄付者・団体（感謝）
　　 共同募金に多額の篤志寄付をされた個人及び団体

氏　名 団体名
三重の赤い羽根賞 猪 俣　 愛 美 セントヨゼフ女子学園高等学校
三 重 県 知 事 賞 鈴 木　 菜 緒 三重県立飯野高等学校
三重県議会議長賞 土 岐 優里奈 津市立南が丘中学校
三重県教育委員会賞 尾 嶋　 沙 紀 セントヨゼフ女子学園高等学校
三重県社会福祉協議会長賞 服 部　 真 宝 セントヨゼフ女子学園高等学校

三 重の赤い羽根共同募金バッジデザイン表彰　赤い羽根共同募金、三重県をイメージした優れた作品をデザインされた方
氏　名 市町名 / 団体名

努 力 賞 仲宗根 萌 依 津市立南が丘中学校
太 田　 凜 セントヨゼフ女子学園高等学校
奥 本　 幸 音 セントヨゼフ女子学園高等学校
長谷川　まゆ セントヨゼフ女子学園高等学校
湯 浅　 和 佳 セントヨゼフ女子学園高等学校
山 口　 智 優 名張市
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症
状
を

促
し
、
別
の
人
を
感
染
さ
せ
る
こ
と
で

子
孫
を
増
や
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
懸
念
し
た
い
点
は
鼻
の
奥
で
あ
る

上
気
道
か
ら
多
気
道
、
肺
の
奥
に
ま
で

入
り
込
み
、
器
官
や
細
胞
を
攻
撃
し
重

症
化
に
至
る
点
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
、
接
触
・
飛

沫
・
空
気
感
染
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
マ
ス

コ
ミ
は
当
初
、
接
触
感
染
を
中
心
に
報
道

し
て
い
ま
し
た
。
専
門
家
の
見
地
か
ら
申

し
ま
す
と
、
接
触
感
染
で
ウ
イ
ル
ス
が
肺

に
ま
で
到
達
す
る
の
は
レ
ア
ケ
ー
ス
で

す
。
私
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号

に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
か
ら
、
空

気
感
染
が
主
で
は
な
い
か
と
提
唱
し
て
お

り
ま
し
た
。

呼
吸
で
も
微
量
に
、
会
話
や
咳
で
は
特

に
飛
沫
が
起
こ
り
、
数
秒
の
う
ち
に
水

分
が
蒸
発
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
空
気

中
に
浮
遊
し
た
微
細
な
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い

込
み
、
た
だ
ち
に
肺
の
奥
ま
で
到
達
す

る
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ
を
空
気
感
染
と
い
い

ま
す
。
人
は
１
分
間
に
10
ℓ
の
空
気
の
出

し
入
れ
を
し
て
い
る
た
め
、
密
閉
空
間
に

感
染
者
が
い
る
と
、
空
中
の
ウ
イ
ル
ス
濃

度
が
高
ま
り
ま
す
。
同
じ
場
所
で
空
気
を

吸
い
込
ん
だ
人
が
次
々
と
感
染
し
、
ク
ラ

ス
タ
ー
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。
当
初
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
は

空
気
感
染
で
は
な
い
」
と
報
じ
て
し
ま
っ

た
た
め
に
、
世
界
的
に
対
策
が
遅
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
紆

余
曲
折
が
あ
り
、
日
本
で
は
６
月
頃
か
ら

換
気
を
意
識
。世
界
的
に
は
最
近
に
な
り
、

科
学
誌
が
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染（
空
気
感
染
）

の
見
解
を
掲
載
。
や
っ
と
正
式
に
注
目
さ

れ
は
じ
め
た
と
の
経
緯
で
す
。

人
が
集
ま
る
場
所
で
最
も
大
切
な
の
は

「
換
気
」
で
す
。
１
時
間
に
６
回
、
で
き

れ
ば
12
回
、
部
屋
の
内
側
か
ら
外
側
へ
送

風
機
を
使
っ
て
押
し
出
し
、
空
気
を
薄
め

た
り
、
全
部
入
れ
替
え
た
り
す
る
こ
と
を

意
識
し
て
ほ
し
い
で
す
。

広
げ
な
い
・
移
さ
な
い
が
肝
心

リ
ス
ク
管
理
で
日
常
の
対
策
を

学
校
や
職
場
な
ど
、
人
の
集
ま
る
組
織

で
は
、
リ
ス
ク
管
理
の
一
環
と
し
て
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
明

文
化
し
て
く
だ
さ
い
。
中
で
も
行
動
履
歴

を
残
し
て
お
け
ば
、
感
染
者
が
身
近
で
出

た
場
合
に
、
濃
厚
接
触
者
を
早
め
に
見
つ

け
出
せ
、
行
政
か
ら
求
め
ら
れ
る
説
明
責

任
も
果
た
せ
ま
す
。
濃
厚
接
触
者
は
15
分

以
上
、
マ
ス
ク
な
し
の
状
態
で
半
径
１
ｍ

内
で
感
染
者
と
会
話
を
し
た
人
の
こ
と
。

発
症
し
た
人
を
確
認
し
て
か
ら
、
48
時
間

前
ま
で
に
濃
厚
接
触
者
を
検
出
し
て
く
だ

さ
い
。
一
人
が
発
症
し
た
ら
二
次
感
染
は

す
で
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
当
人
や
施
設

の
休
止
な
ど
、
直
ち
に
広
げ
ず
他
の
人
に

移
さ
な
い
行
動
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
観
察
・
マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
換
気
・

拭
き
掃
除
な
ど
、
普
段
か
ら
感
染
し
に

く
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
組
織
の
安
心

に
つ
な
が
り
ま
す
。
必
要
な
の
は
考
え

な
し
の
恐
怖
で
な
く
懸
念
す
る
こ
と
で

す
。
対
策
で
安
心
を
得
て
、
自
信
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
。
ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
安
全
な
活
動
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
ま
す
の
で
、
正
し
く
恐
れ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

群馬大学大学院 医学系研究科 博士課程修了（ 医学博士。国立がん
センター研究所、国立遺伝学 研究所、コシャン分子遺伝学研究所（パ
リ、フランスを経て群馬大学医学部分子予防 医学講座講師、2014 
年から愛知県立大学看護学部教授。専門は、ウイルス学、感染制御
学、保育園・ 幼稚園 危機管理学（ 災害対策、 感染症 対策、火災 対策、
防犯 。趣味は音楽、飛行機、写真、山歩き。神社の神主でもある。

清水 宣明  氏
愛知県立大学 看護学部 
教　授

講師 Profile

様
々
な
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い

る
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」。
果
た

し
て
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
行
動

が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
正

誤
の
ジ
ャ
ッ
ジ
の
で
き
な
い
ま
ま
、

情
報
だ
け
が
過
多
と
な
っ
て
い
る

昨
今
、
多
く
の
人
た
ち
が
不
安
に

陥
り
、
疲
弊
し
き
っ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
正
体
や
蔓
延
を
抑
え

る
対
策
、
感
染
者
の
発
症
時
の
対

処
法
。
こ
れ
ら
を
正
確
に
理
解
で

き
て
い
れ
ば
、『
正
し
く
恐
れ
る
』

こ
と
が
で
き
ま
す
。
感
染
症
、
ウ

イ
ル
ス
学
の
権
威
で
あ
る
愛
知
県

立
大
学
・
清
水
宣
明
教
授
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
正
し
い
情
報
・
対

策
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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　近年、わが国では、様々な社会情勢の変化、人々の価値観の多様化などを背景に、人と人とのつながりに基づく共同体としての機能が脆弱化
しており、複雑化、多様化している福祉課題、生活課題は、従来の社会保障の仕組みの下では十分な対応が困難となっています。
　そのような状況のなか、今年は、新型コロナウイルスの流行が、私たちの生活に大きな影響をもたらしました。深刻な生活困窮に陥ってしま
う方や、人と人とのつながりの断絶により、居場所をなくし孤立してしまう方が大きく増加しています。
　一方で、感染を危惧しながらも福祉の現場で働いている方がおり、どのような状況にあっても社会福祉の必要性が高いことをあらためて認識
するところです。
　国においては、“ 地域共生社会の実現 ” を基本コンセプトに、地域の多様な主体が参画し、地域住民一人ひとりが暮らしと生きがいを共に創っ
ていく仕組みづくりが図られていますが、時勢に応じて新たな地域福祉のあり方を模索していく必要があります。
　私たち社会福祉関係者は、あらためて、“ 誰もが、住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることができる地域をつくっていく ” という地域福
祉の理念の重要性を確認し、力を合わせ、共に議論し、日々の研鑽を積み重ねながら、相互に実践の向上に努めていかなければなりません。
　本日、ここに第 69 回三重県社会福祉大会が開催されるにあたり、地域における福祉課題、生活課題に対して真摯に向き合い、「認め合い　包
み込み　共に生きる地域社会をめざして」地域福祉の推進に注力することを固く誓い、ここに宣言します。

令和２年 10 月 23 日　　第 69 回三重県社会福祉大会

大　会　宣　言

募金する温かい心が広がるように、その思いをデザインに込めました

新型コロナウイルスの影響で休校となり、家庭学習の課題として出されたのが
「三重の赤い羽根共同募金バッジ」のデザイン。絵を描くのは好きでしたが、本格
的なデザインは初めての経験でした。試行錯誤の末に、募金を行うという「温かい
心」をハートマークに託し、その優しさがもっと広がればと考えて 2 つの翼を付け
ました。266 作品もの中から選ばれて、実際にバッジとなったのを見た時は本当に
感激しました。今回の受賞は、私自身にとっても福祉や募金活動を考える良い機会
になったと感じています。今後も変わらず関心を持ち続けていきたいですね。

セントヨゼフ女子学園高等学校 1 年

猪俣 愛美 さん（津市）

避けては通れない高齢者の問題、生きてよかったと言える社会に

大学で「高齢福祉」を学んで以来、約 30 年間にわたってこの世界に携わってき
ました。就職したばかりの頃は、高齢者を「支えて、寄り添い、見守る」ことに関
して、家族や地域が十分に役割を果たしていました。その当時と比べると、家庭介
護やご近所同士が支え合うという力が極端に弱まっています。それに代わる存在の
公的な支援制度は確かに充実してきました。ただ、そこからこぼれ落ちる人々も増
加しているのが現実です。高齢者の問題は誰もが避けては通れません。満足して人
生を終えるために何が必要か。すべての方に考えてもらえればと思います。

社会福祉法人青山里会
四日市市南地域包括支援センター

板東 祐之 さん（四日市市）

三重県社会福祉協議会会長表彰　社会福祉法人・福祉施設功労者

三重県共同募金会会長表彰　「三重の赤い羽根賞」受賞
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取
り
組
み
の
経
緯

中
井
施
設
長
が
就
任
さ
れ
た
２
０
１
５

年
は
、
児
童
養
護
施
設
に
も
大
舎
制
か
ら
小

舎
制
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
期

で
し
た
。
そ
の
頃
の
情
報
共
有
は
口
頭
と
手

書
き
の
連
絡
ノ
ー
ト
だ
け
で
し
た
し
、
組
織

と
し
て
の
意
思
決
定
の
仕
組
み
も
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
し
か

し
、
２
０
１
６
年
に
地
域
小
規
模
児
童
養
護

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
離
れ
た

場
所
と
の
情
報
共
有
の
課
題
が
生
じ
る
中
、

新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

情
報
共
有
体
制
の
構
築

２
０
１
６
年
９
月
か
ら
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
（
組
織
内
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
構
築
し
、
情
報
共
有
体
制
を
大
き
く

改
善
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
主
に
３

種
類
の
デ
ー
タ
で
情
報
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

①
ア
ジ
ェ
ン
タ
様
式
（
業
務
中
の
重
要
な

話
題
を
共
有
す
る
共
通
様
式
）

言
葉
で
伝
え
る
と
情
報
量
は
多
く
な
り

ま
す
が
、
伝
わ
る
内
容
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
共
有
に
よ
っ

て
、
情
報
が
変
質
せ
ず
に
正
確
に
伝
わ
る
こ

と
と
、
す
べ
て
の
情
報
が
漏
れ
な
く
伝
わ
る

状
態
を
つ
く
り
ま
し
た
。

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表　

出
来
事
や
子
ど
も
（
対
象
）
を
中
心
に
、

誰
が
ど
こ
で
何
を
す
る
予
定
で
あ
る
の
か

を
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

③
勤
務
表

現
在
の
勤
務
表
は
、
シ
フ
ト
、
勤
務
場

所
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
自
動
で
グ
ラ
フ
化

さ
れ
、
一
目
で
誰
が
い
つ
ど
こ
で
勤
務
し
て

い
る
の
か
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

社
会
福
祉
施
設
の

新新
た
な
た
な
取取
りり
組組
みみ

い
ま
す
。
エ
ク
セ
ル
の
機
能
を
最
大
限
に
活

用
し
、
入
力
の
簡
素
化
と
情
報
の
見
え
る
化

を
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
業
者
に
開
発
を

任
せ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の
職

員
が
独
自
に
作
成
し
、
改
良
を
重
ね
て
構
築

さ
れ
た
も
の
で
す
。「
日
本
で
も
こ
こ
に
し

か
な
い
す
ご
い
シ
ス
テ
ム
」
と
中
井
施
設
長

は
誇
ら
れ
ま
す
。

丸
４
年
か
け
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら

情
報
共
有
の
体
制
を
作
り
上
げ
て
き
た
結

果
、
特
定
の
人
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
様
々
な
業
務
の

無
駄
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
11
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
も
導
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
昼
礼

時
は
、
本
体
施
設
に
地
域
小
規
模
施
設
の
職

員
も
集
合
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
、
毎
日
の
移
動
時
間
、
人
員
の
コ
ス

ト
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
ラ
イ
ン

ワ
ー
ク
ス
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
の
情
報
ツ
ー

ル
活
用
を
検
討
し
て
、
在
宅
勤
務
も
一
部
業

務
で
取
り
入
れ
る
計
画
も
お
持
ち
で
す
。

「
福
祉
の
現
場
で
人
が
足
り
な
い
と
い

う
話
が
あ
る
が
、
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら

手
を
つ
け
、
そ
れ
で
も
難
し
い
な
ら
人
が

欲
し
い
と
い
う
べ
き
と
考
え
た
」
と
中
井

施
設
長
は
話
さ
れ
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

「
一
定
の
環
境
整
備
は
で
き
た
の
で
、

今
後
は
よ
り
質
的
な
改
善
を
は
か
っ
て
い

く
。本
来
の
大
事
な
こ
と
に
時
間
を
使
い
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
じ
っ
く
り
と
関

わ
っ
て
養
育
の
質
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、
平
準
化
と
い
う
意
味
で
の
向
上

も
目
指
す
。
こ
の
分
野
は
こ
の
人
に
ま
か

せ
て
お
け
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
80
点
で
も
皆
が
色
々
な
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
状
態
に
し
た
い
。

施
設
長
と
し
て
、
職
員
が
現
場
で
い
き

い
き
と
動
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
私
に
で

き
る
こ
と
は
現
場
を
応
援
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
」
と
中
井
施
設
長
は
話
さ
れ

ま
し
た
。

社
会
福
祉
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
も

変
化
す
る
中
、
新
た
な
取
り
組
み
に
挑

戦
し
て
い
る
社
会
福
祉
施
設
を
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
児
童
養

護
施
設 

天
理
教
三
重
互
助
園
の
中
井

施
設
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
天
理　
児
童
養
護
施
設

　
天
理
教
三
重
互
助
園

　
（
伊
勢
市
倭
町
30
番
地
１
）

本
体
施
設
は
「
児
童
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
わ
か
ぎ
」
と
「
つ
き
の
家
」、

「
た
い
よ
う
の
家
」
の
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

令和２年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）

2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のために！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK19-14131 2020.2.7作成〉

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

iinformationnformation

第 37 回三重ボランティア基金 チャリティーゴルフコンペを開催しました
　『第 37 回三重ボランティア基金チャリティーコンペ（主催同コンペ実行委員会）』を、11 月
６日（金）、西日本セブンスリーゴルフクラブにて開催しました。
　104 名が参加し、一人 2,000 円の参加費の一部とプレーの中で設定したチャリティーホール
の寄付など合わせ、255,000 円の寄付をいただきました。
　なお、新型コロナウイルス感染症予防のため、前半 9 ホールコンペとし、パーティー等は控え
させていただきました。 井村理事長（左）に目録を渡す

小川実行委員長（右）

生命保険協会三重県協会様から
「福祉巡回車２台」をご寄贈いただきました

　生命保険協会三重県協会様から、本会を通じて県内市町社会
福祉協議会に対して福祉巡回車２台ご寄贈いただきました。
　平成３年度から延べ 87 台ご寄贈いただいております。
　本年度は、東員町・明和町の各社会福祉協議会へご寄贈いた
だきました。
　本年度もありがとうございました。

トヨタＬ＆Ｆ中部株式会社様から
「車いす 20 台」をご寄贈いただきました

　トヨタＬ＆Ｆ中部株式会社様から、本会を通じて県内障害者施
設・高齢者福祉施設等に対して車いすを 20 台ご寄贈いただきま
した。
　社会貢献活動の一環とし
て、平成 19 年度からご寄贈
いただいております。
　寄贈先施設代表として、社
会福祉法人桃郷福祉会　特別
養護老人ホームげいのう逢春
園が受取りました。
　本年度もありがとうござい
ました。
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ありがとうメッセージありがとうメッセージ
心も一緒に届いています心も一緒に届いています

社会福祉法人　度会町社会福祉協議会

おせち料理の配食
12 月 28 日に町内の 75 歳以

上の一人暮らし高齢者 128 人の
方に、手作りおせち料理が民生
委員により届けられました。受け
取った方から「毎年楽しみにして
います」「こんなに豪華なおせち
を頂いて嬉しい」などたくさんの
喜びの声を頂きました。ありがと
うございました。

社会福祉法人　名張市社会福祉協議会

地域の保育園児たちとの交流
毎年２回、地域の保育園児たちとの交流会を行っています。今年は黒のごみ袋

で忍者の衣装を作り楽しみました。子どもたちものりのりで、２月の交流会では
飛び出す忍者カードを
プレゼントし、大変喜
んでいただきました。

サロンも 16 年目を
迎え、地域にしっかり
根差した活動として皆
さんに楽しんでいただ
けるようになり喜んで
おります。

平成 30 年度一般配分

平成 30 年度一般配分


